
Ⅱ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「トリプルスルフロンメチル」の食品健康影響評   

価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与されたトリフルスルフロンメチ   

ルは速やかに吸収、排泄され、投与後48時間の尿及び糞中に78～96％mRが排他さ   

れた。主要排泄経路は、低用量（25mg／kg体重）群では尿中、高用量（250mg／kg   

体重）群では糞中であった。尿及び糞中からは同様の代謝物（C、D、E、F及びG）   

が異なる比率で認められた。   

てんさいを用いた植物体内運命試験の結果、てんさい体内の放射能は急速に減少し、   

成熟期の根部及び菓部における親化合物及び代謝物は、いずれも0．01mg／kg未満で   

あった。  

各種毒性試験結果から、トリプルスルフロンメチル投与による影響は主に体重、肝   

臓、血液系及び精巣に対して認められた。ラットの坐骨神経に変性がみられたが、商   

用量長期間投与でのみ認められ、かつ、神経毒性を示唆する症状は観察されなかっノこ。   

繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められ7っ：か   

った。  

ラットの2年間慢性毒性／発がん性併合試験において、雄で精巣間細胞過形成及び腺   
腫が増加したが、本剤に遺伝毒性は認められないことから、発生機序は遺伝毒性メカ   

ニズムとは考え難く、評価にあたり闇値を設定することは可能であると考えられた．   

マウスの発がん性試験において、2，500ppm以上投与群の雄における肝細胞腺舶に   

傾向検定で有意差が認められたが、FIsherの直接確率法においては有意ではなく、発   

生頻度は背景データの範囲内であったこと、また、2，500ppm投与群の雌におけそノ肝   

細胞腺腫及び癌の合計に有意差が認められたが、用量相関性がなかったことから、本   

剤はマウスに対して発がん性を示さないと考えられた。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をトリフルスルフロンメチル親   

化合物のみ）と設定した。  

各試験における無毒性量等は表13に示されている。   

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢性計血   

発がん性併合試験の2．44mg茂g体重／日であったことから、これを根拠として、′友＝全   

係数100で除した0．024mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．024mg肱g体重ノ日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

2．44mg／kg体重ノ日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する  

こととする。  
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マウス  0、10、150、2，500、7，000ppm    雄：14．6   雄こ20．9   雄：14．6  
雌二19．4  嘩∴27．7   

雄：0、1．37、20．9、349、1，020  
雌：19．4  

雌：0、1．86、27．7、488、1，360  
（ともに60％補正  （ともに70％補正  

18カ月間  
値）   値）  

発がん性  
雌雄：肝絶対及び比  

試験  
雌雄：肝絶対及び比  重量増加等   雌雄：肝絶対及び比  

重量増加等   （発がん性は認めら  重量増加等  

（2，500ppm以上投  （発がん性は認めら  

与群の雄で肝細胞腺  れない）  

腫の発現頻度増加）   

0、15、90、270、800  母動物及び胎児    母動物：15  母動物及び胎児  
90  胎 児：90  90  

発生毒性  母動物：死亡等  母動物：体重増加抑母動物：死亡等   

試験  胎 児：体重低下  制   胎 児：体重低下  

（催奇形性は認めら  胎児：流産   （催奇形性は認めら  

れない）   （催奇形性は認めら  

れない）   

L ィヌ   
0、100、4，000、8，000ppm  雄：3．9  雄：3．9  

90日間             雄：0、3．9、1．47、268   雌：3．7  雌：3，7  

亜急性  
毒性試験   雌雄：肝絶対及び比  雌雄：肝絶対及び比  

重量増加等  重量増加等  

0、35、875、3，500ppm  雄：26，9   雄：26．9   雄：26．9  

雌：27．7   
雌：27．7  

雌：27．7  

こ二二二こ  雌雄：小葉中心性肝  体重低下等  雌雄：小乗中心性肝  

細胞肥大等  細胞肥大等  

NOAEl：2．44  NOAEL：4．06  NOAEL：2．44  

ADI（cR江））  W：100   SF：100   SF：100  
cR8二）：0．024   ADI：0．04   ADI：0．024   

AD佃翫根拠資料   性毒     ラット2年間慢性毒  
ミ      性／発がん性試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 UF：不確実係数 A刀Ⅰ：一日摂取許容量 cR江）ニ慢性参照用量   

表13 各試験における無毒性量等  

無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

動物種  投与量  
（I11g／kg体重／日）  

米国   カナダ   食品安全委員会   

ラット   0、100、2，000、10，000、   雄：6．56   雄：6．56   雄ニ6元   

90日間  15，000ppm   雌：7．71   堆：7．71   雌二7．71   

亜急性  

毒性試験①  雄二0、6．56、133、658、1，040 J峰：0、7．71、153、783、1，120  雄：体重増加抑制等 雌、：牌髄外造血克進  雄：体重増加抑制等 雌：脾髄外造血克進  雄二体長増加抑制等 雌：神髄外造血冗進  

0、100、2，000、10，000、   雄二6．20   雄：6．20  雄：（；．こ0   

90日間  雌：7．54  雌：7．5．1   

′色  
毒性試験②  雌ニD、7．54、150、774、1，070  雌雄：体重低下等  雌雄：腎へモジデリ雌雄＝ト重低下等  

ン沈着等   

0、100、750、1，500、3，000  雄：92．7   6．1  雄：i〕27  

ppm   
90日間  

隠：7．1  峰：′7．Ⅰ  
体重低下等   

垂二急性神経  雄：0、6．1、46．1、92，7、186 雌：0、7．1、51．6、104、205  雌雄：体重低下等  （神経毒性は認めら雌雄＝鉢壷低下等  毒性試験   （神経毒性は認めら  れない）     （神鉱毒性は認め ら  
れない）   れないニノ  

0、10、100、750、1，500ppm  雄：2．44   雄：4．06  雄：2、▼ト1   
雌ニ3．28   雌∴5．47  雌：3．28  

雄：0、0．406、4．06、30．6、64，5              （ともに 60％補正   
（ともに 60％補正   

2年間                      F 慢性毒性／  雌雄：体重低下等値）  

発がん性  
（750ppm以上の雄  

併合試験   
雌雄：体重低f等    で精巣間細胞腺腫増雌雄：体重低下等  
（750ppln以上の雄  加）  （750ppm以上の雄  

で精巣間細胞過形成   で精巣間細胞過形成  
及び腺腫増加）   及び隠腫増加）  

D、10、100、750、1，500ppm  親動物及び児動物  親動物  親動物及び児動物  
雄：5，81   雄：5．81  雄：5．81  

雄：0、0．588、5，81、44．0、89．5             雌：7．75   雌：7．75  雌：7．75  
雌：0、0．764、7．75、58．0、115  児動物   

親動物＝体重低下等 雄：44．0  
2世代  

親動物＝体重低下等  
児動物：低体重  雌：58．0  

繁殖試験  
児動物：低体重  

（繁殖能に対する影  （繁殖能に対する影  
響は認められない） 親動物：体重低下等 響は認カられない）  

児動物：低体重  

（繁殖能に対する影  

響は認められない）   

0、30、120、350、1，000   母動物：120   母動物及び胎児  母動物：120  
胎 児：1，000   120   胎 児こ1，000  

発生毒性  母動物：体重増加抑  母動物二体重低下等  母動物二体重増加抑   

試験  制等   胎児て骨化遅延  制等  
胎児：毒性所見なし  （催奇形性は認めら  胎児二諒性所見なし  

（催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら  
れない）   れない）   

1）無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  ＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

ALP   ア／レカリホスファターゼ   

Al汀   アラニンアミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（G‡）T））   

AST   アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

FSI-I 卵胞刺激ホルモン   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）  

ヘモグロビン（血色素量）  

ヒト絨毛性ゴナドトロピン   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

Lll   黄体形成ホルモン   

加IC   メチルセルロース   

MCIiC  平均赤血球血色素濃度   

hICV  平均赤血球容積   

P450   チトクロームP450   

PB   フェノバルビタール   

RBC   赤血球数   

rIIAR   総投与（処理）放射能   

Tf〉   総蛋白質   

記号   略称   化学名   

7－methyl－1，2－benzisothiazole・3（2H）－One  
B  メチルサッカリン  

1，1・dioxide   

〃〃－dimetllyl甘（2，2，2－tr追uoroethoxy）一1，3，5  
C  トリアジンアミン  

－tria2．ine・2，4－diamine   

入「一脱メチル   methy12［［［［k－（methylamino）・6セ，2，2  

D       トリフルスルフロンメチル   ーtrifluoroethoxy）－1，3，5－triazine・2－yl】amino】  

（NDM－トリプルスルフロンメチル）  carbonyl］amino］sulphonyl］－3－methylbenzoat一三  

N・methyl－6－（2，2，2・trifluoroethoxy）一1，3，5  
ノV一脱メチルトリアジンアミン  

‾triazine－2，4‾diamine   

〃ルゼスー脱メチル   6・（2，2，2・trinuoroethoxy）－1，3，5－triazine－2，4－  
F  

トリアジンアミン   diamine  

methy12－〔［［〔［4・［〃（hydroxymetllyD－  

」V－ヒドロキシメチル   〃methylamino】甘（2，2，2－trinuoroethoxy）・1，35  

トリフルスルフロンメチル   ーtriazin・2－yl］amino］carbonyl］amino〕sulfbnyl】  

‾＝3‾1nethylbenzoate  

N［4－（methylamino）－6L（2，2，2－trifluoroethoxy）  
Ar・脱メチルトリアジンウレア  

－1，3舟triazin－2・yl】urea   

I T9 2成分からなる未同定画分   

JV－ホルミルメチルトリアジンアミン  〃〔4－amino甘（2，2，2－trinuoroethoxy）・1，3，5  
J  

（NFM－トリアジンアミン）   ーtriazine－2・yll－〃methylfbrmamide   
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